
下
間
少
進
仲
之
（
天
文
―

-
0年
・
一
五
五
一
ー
元
和
二
年
・
一
六
ニ
ハ
）
と
い
え
ば
、
本
願
寺
の
東
西
分
立
期
に
活
躍
し
た
凱
如
・
准

①

②

③

 

如
方
の
坊
官
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
片
桐
登
氏
・
罰
谷
真
智
子
氏
・
西
野
春
雄
氏
ら
能
楽
史
研
究
者
に
よ
り
、
仲
之
の
素
人
能
役
者
と
し

て
の
側
皿
や
著
作
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
所
属
し
た
下
間
氏
そ
の
も
の
の
研
究
は
、
本
願
寺
の
家
侍
・
坊
官
と
し
て
の

④

⑤

 

側
面
に
注
目
し
た
谷
下
一
夢
氏
以
来
、
天
文
前
期
の
坊
官
と
し
て
の
性
格
や
動
向
に
店
日
す
る
横
尾
國
和
氏
に
至
る
菩
釈
が
あ
る
。

⑥
 

一
方
、
各
地
の
真
宗
寺
院
に
散
在
す
る
下
問
氏
発
給
文
甚
の
古
文
書
学
的
研
究
は
、
①
金
記
静
氏
が
一
九
七

0
年
代
末
に
本
願
寺
権
力

構
造
解
明
の
た
め
、
身
分
（
内
衆
）
・
地
位
（
上
座
・
名
代
・
坊
官
）
・
役
割
貪
奏
者
・
文
苫
発
給
者
等
）
を
分
析
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、

⑦
 

一
九
八

0
年
代
に
印
判
状
分
析
を
中
心
に
活
性
化
し
て
き
た
。
た
と
え
は
、
②
草
野
顕
之
氏
が
印
判
奉
書
成
立
が
宋
主
地
位
上
昇
と
教
団

統
制
に
機
能
し
、
天
満
本
願
寺
を
両
期
と
す
る
発
給
刑
式
変
化
が
懇
志
晶
取
組
織
変
容
と
教
如
家
臣
団
形
成
を
絃
味
す
る
と
考
察
し
、
③

⑧
 

泊
清
尚
氏
が
天
正
ー
元
和
期
(
-
五
七
三
！
一
六
二
四
）
の
懇
志
請
取
状
の
黒
印
・
文
言
・
花
押
．
充
所
を
粕
査
し
、
下
付
体
系
変
化
を

は

じ

め

に

ー
花
押
変
遷
を
中
心
に
I

〈
性
乗
〉

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

下
間
少
進
仲
之

文
書
の

一
考
察

吉

井

克

信
（
大
谷
大
学
）

一六



書
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
の
発
給
年
次
の
比
定
を
試
み
、
最
後
に
、

一
七

「
性
乗
」
署
名
文
書
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⑨
 

教
団
発
展
の
表
出
と
分
析
し
、
④
片
山
伸
氏
が
顕
如
の
門
跡
勅
許
に
伴
い
下
問
氏
が
坊
官
就
任
す
る
永
禄
二
年
(
-
五
五
九
）
以
前
の
上
⑩
 

座
・
名
代
加
署
公
文
古
の
様
式
分
類
、
寇
志
伝
逹
手
続
ぎ
上
の
ル
ー
ル
解
明
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
⑤
大
喜
直
彦
氏
が
、

永
禄
期
の
「
御
印
書
」
は
私
信
性
が
強
く
「
印
判
状
」
と
呼
べ
な
い
が
、
天
正
・
慶
長
期
の
下
間
頼
廉
奉
「
御
印
害
」
に
は
支
配
文
書
へ

の
性
格
変
化
の
み
ら
れ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
研
究
に
よ
り
、
刑
部
卿
頼
廉
・
按
察
頼
龍
（
忠
正
）
の
発
給
文
書

に
つ
い
て
は
、
翌
富
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
黒
印
・
花
押
・
文
言
な
ど
に
よ
る
年
欠
文
書
の
年
次
比
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑪
 

と
こ
ろ
が
、
仲
之
発
給
文
書
そ
の
も
の
の
研
究
は
、
遺
例
不
足
の
た
め
か
、
金
龍
論
文
の
官
途
名
変
逆
や
青
木
馨
氏
に
よ
る
能
登
光
琳

寺
所
蔵
史
料
一
点
の
紹
介
を
除
け
ば
、
文
書
の
様
式
論
か
ら
の
基
礎
研
究
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
先
行
す
る
芸
能
史
か
ら
の
仲

之
研
究
も
、
仲
之
自
身
の
書
き
残
し
た
油
能
関
係
の
記
録
類
を
お
も
な
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。

⑫

⑬

 

そ
こ
で
、
史
料
不
足
は
覆
い
が
た
い
が
、
「
鷺
森
別
院
文
書
」
（
和
歌
山
市
）
・
「
春
照
寺
・
宗
願
寺
共
有
文
書
」
（
福
井
県
敦
賀
市
）
．

⑭

⑮

 

（
福
井
県
武
生
市
）
・
「
山
田
長
安
寺
文
書
」
（
滋
賀
県
草
津
市
）
な
ど
を
も
と
に
、
仲
之
発
給
文
書
に
つ
い
て
の
考
察

ま
ず
、
下
間
少
進
仲
之
の
生
涯
を
概
観
し
、

下
間
少
進
仲
之
の
生
涯

⑯

⑰

 

下
間
少
進
仲
之
は
、
天
文
二

0
年
(
-
五
五
一
）
に
生
ま
れ
た
。
父
は
、
本
願
寺
領
国
加
賀
で
大
野
庄
代
官
職
、
天
正
二
年
(
-
五
七

四
）
の
越
前
一
向
一
揆
で
「
越
前
国
守
護
代
」
に
任
じ
ら
れ
、
翌
三
年
八
月
、
信
長
方
の
専
修
寺
派
黒
目
称
名
寺
門
徒
に
殺
害
さ
れ
た
筑

⑱

⑲

 

後
法
橋
述
頼
（
頼
照
・
法
名
理
乗
）
。
母
は
、
猿
楽
「
上
手
」
定
専
坊
了
宗
の
女
ス
ミ
で
、
琵
琶
・
琴
の
逹
者
。
父
方
祖
父
は
、

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

「
恵
応
寺
文
書
」

を
み
た
い
。

河
内
西

つ
ぎ
に
、
花
押
変
遷
す
な
わ
ち
七
種
類
に
分
類
し
た
仲
之
花
押
を
も
と
に
、
年
欠
仲
之
文



天
正
三
母
各
同
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
源
七
郎
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。
天
正
一
―
一
年
に
父
筑
後
頼
照
・
源
七
郎
父
子
が
没
し
た
と
す
る
と
、
『
総
見
記
』

に
「
越
前
の
守
護
代
に
は
下
間
筑
後
法
橋
な
り
（
中
略
）
筑
後
が
醐
子
和
泉
等
を
、
足
羽
郡
の
郡
司
と
し
」
と
あ
り
、
『
倍
長
公
記
』
な

⑪
 

ど
に
よ
っ
て
天
正
三
年
八
月
に
下
間
筑
後
法
橋
・
下
間
和
泉
が
没
し
た
の
は
明
ら
か
な
の
で
、
下
間
和
泉
は
源
七
郎
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

⑫
 

な
ら
ば
、
「
京
家
領
の
ち
う
も
ん
の
御
事
」
に
み
え
る
加
賀
国
石
川
郡
大
野
庄
代
官
職
「
下
問
ち
く
こ
殿
」
・
河
北
郡
中
条
代
官
職
「
下

間
い
つ
み
殿
」
と
は
、
筑
後
頼
照
・
和
泉
源
七
郎
父
子
を
指
す
か
ら
、
兄
和
泉
源
七
郎
は
、
父
頼
照
と
同
様
に
加
賀
国
（
中
条
代
官
職
）
・

越
前
国
（
足
羽
郡
司
）
に
お
い
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

越
前
一
向
一
揆
で
父
頼
照
と
兄
源
七
郎
が
没
す
る
の
は
天
正
一
一
一
年
(
-
五
七
五
）
八
月
、
仲
之
二
五
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
仲

之
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
下
問
氏
の
慣
例
か
ら
い
え
ば
、
宗
主
の
命
で
宗
主
一
族
・
一
家
衆
の
者
の
い
ず
れ
か
に
「
内
衆
」

⑬
 

と
し
て
配
属
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
史
料
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
天
正
年
間
の
い
ず
れ
に
坊
官
に
就
任
し
た
か
も
確

定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
仲
之
が
初
め
て
本
願
寺
の
文
書
発
給
に
関
与
す
る
上
限
が
、
天
正
四
ー
六
年
と
推
定
さ
れ
る
下
問
按
察
法
橋
頼

⑳
 

龍
と
の
迎
署
状
な
の
で
、

お
そ
ら
く
、
加
賀
・
越
前
で
活
躍
し
た
父
頼
照
と
兄
源
七
郎
の
天
正
一
二
年
八
月
の
越
前
一
向
一
揆
で
の
死
去
が
、

石
山
合
戦
期
に
お
け
る
仲
之
の
坊
官
就
任
の
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑮
 

天
正
八
年
(
-
五
八

0
)
信
長
と
の
勅
命
講
和
で
、
本
願
寺
一
一
一
家
老
（
頼
廉
・
頼
龍
・
仲
之
）
の
第
三
席
と
し
て
当
時
一
―

10歳
の
仲
之

⑳
 

は
、
閏
三
月
五
日
付
「
誓
詞
」
に
署
名
・
血
判
し
て
い
る
。
『
翌
森
旧
事
記
』
「
本
願
寺
伝
長
和
睦
ノ
事
」
に
よ
れ
ば
、
勅
命
講
和
受
諾

を
め
ぐ
る
軍
議
で
「
勅
命
二
応
ジ
給
フ
ヘ
シ
」
と
和
睦
を
梢
極
的
に
提
言
し
て
い
る
が
、

⑰
 

石
山
退
去
の
殿
軍
役
を
教
如
に
し
む
け
た
策
謀
者
と
の
評
価
も
あ
る
。

仲
之
の
法
橋
か
ら
法
眼
・
法
印
へ
の
昇
叙
時
期
は
、
顕
如
が
紀
州
鷺
森
に
移
っ
て
二
年
日
の
天
正
一

0
年
(
-
五
八
―
-
)
正
月
二
五
日

と
こ
ろ
で
、
仲
之
の
兄
弟
に
つ
い
て
は

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
害
の
一
考
察

『
下
間
系
図
』
に
「
源
七
郎

⑳
 

証
寺
（
久
宝
寺
坊
）
実
順
に
付
属
し
た
筑
後
頼
清
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
信
長
二
衣
裏
」
対
策
と
し
て
顕
如

八



字
の
く
ず
し
か
判
明
し
て
い
な
い
。

天
正
一
一
年
(
-
五
八
＝
―
-
）
顕
如
が
和
泉
目
ハ
塚
に
移
っ
て
一
一
年
目
の
天
正
一
三
年

⑳
 

に
は
「
作
市
奉
行
」
と
し
て
閲
与
し
、
さ
ら
に
は
天
正
一
七
年
(
-
五
八
九
）
頼
純
・
頼
芸
更
迭
に
伴
い
、
秀
古
か
ら
如
廉
と
共
に
本
願

•
⑳
 

寺
内
「
町
奉
行
」
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

天
正
一
九
年
(
-
五
九
一
）
本
願
寺
は
秀
吉
寺
地
寄
追
に
よ
り
京
都
七
条
堀
川
へ
移
る
。
翌
天
正
―

-
0年
(
-
五
九
―
-
）

主
凱
如
の
死
去
は
、
仲
之
の
立
場
を
一
変
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
教
如
継
職
で
折
檻
拿
奏
者
罷
免
）
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
既
臣
秀
次
と
の

⑪
 

能
楽
上
の
交
渉
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

文
禄
二
年
(
-
五
九
＝
―
-
）

仲
之
は
奏
者
に
復
帰
す
る
。

-
0
月
、
秀
吉
•
前
田
玄
以
・
如
春
尼
の
奔
走
に
よ
る
門
主
教
如
の
退
隠
‘
弟
准
如
の
門
主
継
職
に
伴
っ
て
、

し
か
し
、
文
禄
四
年
(
-
五
九
五
）
五
月
、
閃
白
秀
次
（
能
楽
上
の
弟
子
）
失
脚
に
伴
い
、
『
童
舞
抄
』
を

⑫
 

掴
筆
す
る
翌
疫
長
元
年
(
-
五
九
六
）
ま
で
本
願
寺
外
で
の
演
能
を
自
重
し
て
お
り
、
ま
た
、
慶
長
五
年
(
-
六

0
0
)
関
ヶ
原
役
で
准

如
の
方
針
に
従
い
、
石
田
光
成
・
毛
利
輝
元
・
宇
喜
多
秀
家
ら
西
軍
方
と
戦
前
に
接
触
し
た
た
め
、
同
七
年
（
一
六

0
1
―
)
-
―
―
月
煩
ま
で

⑬
 

謹
慎
し
て
い
た
と
い
う
。

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
五
月
一
五
日
に
没
し
た
。
亨
年
六
十
六
歳
（
数
え
年
）
。

下
間
少
進
仲
之
の
花
押
変
遷

仲
之
の
花
押
に
つ
い
て
は
、
従
来
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
き
く
分
け
て
七
種
類
を
確
認
で
き
る
。

れ
る
1
型
1
6
隈
は
同
一
系
統
な
の
で
、

か
り
に
「
A
系
統
」
と
呼
び
、

下
問
少
巡
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

⑳
 

（
法
限
）
・
同
一
一
月
一
一
三
日
（
法
印
）
で
あ
る
。

一九

大
坂
中
島
の
天
満
御
堂
建
立
の
際

一
般
に
仲
之
花
押
と
し
て
知
ら

7
型
は
別
系
統
な
の
で
「
B
系
統
」
と
呼
ぶ
。
と
も
に
、

（
一
五
八
五
）
、

ど
の

―
一
月
の
門



【

5
刑
ヒ
】
輪
郭
「
D
」
は
4
型
よ
り
や
や
膨
張
が
収
ま
り
、
再
び
「
空
穴
」
の
「
曲
線
」
起
点
は
右
下
に
戻
り
、
完
全
な
「
底
辺
」
が
形

【

7
刑七】

成
さ
れ
る
。

B
系
統
。
横
長
の
輪
郭
で
、
左
下
に
中
心
を
お
く
横
長
の
楕
円
の
集
積
を
晶
本
と
す
る
。

こ
れ
ら
仲
之
花
押
1
型

1
7
型
を
、
年
代
推
定
も
兼
ね
て
「
表
」
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

【

6
刑
】
輪
郭
「
D
」
は
3
.
5
刑
と
同
様
で
あ
る
が

「
空
穴
」
の
上
方
へ
の
曲
線
が
消
滅
す
る
。

ゆ
る
や
か
に
左
下
方
へ
向
か
う
「
底
辺
」
が
認
め
ら
れ
る
。

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

A
.
B
両
系
統
の
形
態
的
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

「
弧
」
部
分
に
「
丸
み
」
や
「
角
張
り
」
が
あ
り
、
左
側
「
弦
」
部
分
の
幾
何
学
模
様
に
拡
大
や
縮
小
が
認
め
ら
れ
、

右
中
間
か
ら
上
方
と
左
下
に
向
か
う
二
本
の
ヒ
ゲ
状
の
「
曲
線
」
が
「
空
穴
」
を
一
二
分
割
な
い
し
二
分
割
し
て
お
り
、
下
側
の
「
底
辺
」

が
次
第
に
明
確
に
形
成
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、

B
系
統
は
、
左
下
に
中
心
を
お
く
楕
円
の
集
栢
で
あ
る
。

1
型

1
7型
の
形
態
的
特
徴
を
個
別
に
検
討
し
て
み
よ
う
（
本
稿
三

0
頁
・
花
押
図
を
参
照
）
。

【

1
型
】
も
っ
と
も
初
期
に
み
ら
れ
る
花
押
で
、
輪
郭
「
D
」
は
「
三
日
月
」
状
に
痩
せ
、

み
な
が
ら
、

下
へ
向
か
う
。

下
が
り

ま
ず
、

「
弦
」
は
外
側
へ
膨
ら

「
弦
」
は
外
側
へ
や
や
膨
ら
み
な
が
ら
右
上
か
ら
左

「
D
」
状
の
輪
郭
を
基
本
と
し
、

「
弧
」
の
右
下
・

「
空
穴
」
上
方
へ
の
「
曲
線
」
は
途
中
で
止
ま
っ
て
い
る
。
天
正
四
！
六
年
と
推
定
さ
れ
る
「
鷺
森
別
院
文
書
」
―
―
―

点
に
認
め
ら
れ
る
。

【

2
型
】
輪
郭
「
D
」
は
右
肩
に
「
角
張
り
」
が
あ
り
左
下
へ
や
や
垂
れ
下
が
り
、

「
専
応
寺
文
書
」

「
山
田
長
安
寺
文
書
」

【

4
型
】
輪
郭
「
D
」
は
3
型
か
ら
さ
ら
に
膨
張
し
、

「
春
照
寺
・
宗
願
寺
共
有
文
書
」
に
一
点
ず
つ
認
め
ら
れ
る
。

【

3
刑
土
】
輪
郭
「
D
」
は
右
上
「
角
張
り
」
が
消
え
た
「
撚
で
肩
」
と
な
り
、
均
一
の
曲
線
で
「
弧
」
を
描
き
、

ほ
ぼ
上
方
か
ら
下
方
へ
向
か
い
、
ゆ
る
や
か
に
左
下
方
へ
向
か
う
不
完
全
な
「
底
辺
」
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。

「
空
穴
」
の
二
本
の
「
曲
線
」
の
接
点
が
「
弧
」
右
中
問
の
下
寄
り
へ
と
移
動
し
、

A
系
統
は
、

「
弦
」
は
右
上
か
ら
左
下
へ
と
斜
め
に
垂
れ

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

二
0

右
側



越
中

高
岡
市
勝
興
寺

法
印
性
乗
性
乗

越
後

上
越
市
本
覚
坊

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

法
印
性
乗
性
乗

国
名

寺

号

性

乗

署

名

連
署
・
仲
康
・
仲
孝

《
下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
花
押
分
類
》

文
書
発
給
地
域
と
法
名
「
性
乗
」
署
名

現
存
仲
之
文
書
に
よ
り
発
給
地
域
・
署
名
を
表
示
し
て
み
よ
う
（
所
蔵
点
数
は
省
略
）
。

《下間仲之文書発給地域一覧》

7 6 5 4 3 2 1 花
升土lj 升土lJ 型 升土り 汗土り 型 汗土LJ 押

楕 円 円 円 円 右 左
円 形 形 形 形 肩 下 形
の 縦 底 底 右 角 下 能し』ヽ
重 悶辺 辺 肩 張 堕 的複 二升士1J二 撫 型 特
状 略 右 肩 日 徴
土汗IJ 中 汗土rJ 月

間 升土l j 

接

‘占’‘‘ 
型

法 法 法 法 法 法 法 僧
印 印 印 橋 橋 橋 橘 位

仲 仲 仲 仲 仲 仲
孝 孝 孝 之 之 之 署

旦
性 性 性 性 性

名

乗 乗 乗 乗 乗

慶 文 天 天 天 天 天
長 録 正 正 正 正 正
元
慶
10 ， 8 7 4 備

年 i i i i i 
頃
長
20 10 ， 8 6 

元 年 年 年 年 年 考
和 か か か か か
か



美 近 若 越 ム月ヒヒ

濃 江 狭 月̀L．J ヌ旦

河仏大関 草善浅東堅 小 宗丸光浄乎武 乗法阿
野照垣市 市津敬井浅田 浜 願岡照光乗生 念融岸
文寺市明 寺町井福本 妙 寺春 三寺寺寺市 寺寺本誓
書 西円淳寺 安長寺 慶^ 願誓郡矢寺 塁 日専照講 応 寺
寺 -/寺守 寺 寺

法 法 法
橋 橋 橋
性 性 性
乗 乗 乗

法 法 法法 法 法 法
印 印 印印 印 印 印
性 性 性性 性 性 性
乗 乗 乗乗 乗 乗 乗

性 性 性性性性性
乗 乗 乗乗乗乗乗

法法 法法法 法 仲法
橋眼 旦印橋橋 印 之橋
仲頼 仲仲 闊 ・仲
之廉 之之 頼之

廉．
法法 法法法 仲 法
眼印 印橋眼 孝 眼
頼仲

仲孝頼廉頼廉
頼

廉之 廉

下
問
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察



現
存
す
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
仲
之
の
署
名
に
は
、

印
期
の
連
署
文
書
に
限
り
、
法
橋
ー
法
印
期
に
一
貫
し
て
使
用
さ
れ
た
「
性
乗
」
署
名
は
単
独
署
名
文
書
に
限
っ
て
使
い
分
け
が
な
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
法
印
期
の
「
仲
孝
」
署
名
は
お
も
に
単
独
署
名
文
書
、
法
印
期
の
「
仲
康
」
署
名
は
単
独
だ
け
で
な

R
 

＜
述
署
文
書
（
和
歌
山
県
真
光
寺
文
書
）
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

文
書
残
存
例
に
よ
り
、

「
性
乗
」
署
名
で
単
独
署
名
文
書
を
発
給
し
た
地
域
を
検
討
し
て
み
る
と
、

登
・
越
前
・
若
狭
・
近
江
・
信
濃
•
石
見
が
発
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

「
東
山
道
」
を
発
給
対
象
地
域
と
し
、

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

「
北
陸
道
」

仲
之
が
法
名

こ
れ
に
よ
る
と
、

越
後
・
越
中
・
能

一
部
、
山
陰
（
石
見
）
・
九
州
（
豊
後
）
に
及
ん
で
い
た
と
想
定
で
き
る
。

―つの決まりがあるようにみえる。すなわち

豊 石 紀 大 甲 信
後 見 伊 和 ヲ文乍： 濃

西 満浄 -真善善競 本 万 正松
行 行土 同光照能寺 森 善 福 覚代
寺 寺寺 -／寺寺別 寺 寺 寺本

院 症言

寺

法法 法
印印 印
性性 性
乗乗 乗

性
乗

法 法法少法法 仲 法
印 印印進橋橋 之 橋

旦 康仲仲法仲仲 仲
康僑之之 頼 之

廉
法法刑法法 法
印眼法眼橋 橘
頼頼眼頼頼 頼
廉廉 廉龍 龍

法
名

「
性
乗
」
署
名
文
古
は
、
基
本
的
に

「
仲
之
」
署
名
は
法
橋
ー
法



（性乗）文書一覧》

内 容 （ 法縦x 横c量m ) 鍔 出 典 所蔵者

雑賀衆と安芸衆との対屯をうれい，安芸へ下向 12 0X34 0 186 『本願寺文苔』34,（本写）． 黛森別氏（和歌山市鷺森）
のきまりになった典正寺門跡（顕け）への馳走を （谷大写）
命ず

贅固船 j•Ii艘，至急，上げる様命ず 180 （本写），（谷大写） 黛森別踪（和歌山市鷺森）

大船木津浦に浮かぷを告げ．至急．鉄砲五百T13 6X32.5 188 『本顧寺文書』37,（本写），（谷写） 鷺森別院（和歌山巾鷺森）
参上を命ず

几鬼IK軍の人坂高への1叶航を報じ， ltl心を命ず 187 『織田信長文書の研究』 ガ福寺

各々より折々の志を謝し．かかる山かのおくへ ll.0X48.3 243 『福井県史査料8』258頁． 春照寺’ぶ願寺共有
の御苔発給を報ず （吉井写） （敦賀市）

連々馳走を感じ息食され，御苔下付につき，聴 8 4X46.l 251 『栗太郡誌2』38頁，（吉井万99)山田長安寺
間すべき様求む （滋賀県序津市）

門跡への志を謝す 208 『阿岸本誓寺文書』カ

ぷ（代二貫文）を謝し，この方御堅固を報じ，五 8.!X33.2 『福井県史資料6』3号． 寺応寺（幅井県武生市）
白文を謝す （県史写96)

石山退城，連年の1早志を謝し，芸州下向頓挫， 217 『阿岸本誓寺文書』18真．（本万） 本誓寺力（石川県I"!前町）
h佃j•三木事を報じ． i妥人の新門主をたぶらか
し，両所間を妨げるを難じ，雑賀下向を報ず

石山退城，連年のw.，志を謝し，芸州F向頓挫， （谷大写） 仏照寺（岐阜県大野町）
h• 岡・三木貨を報じ．イ妥人の新門主をたぶらか
し，両所間を妨げるを難じ，雑買F向を報ず

教行寺・慈教寺・骨根寺を難じ．御門跡雑賀ド 13 6X98 6 218 『図録顕如上人余芳』98番 飯貝本善寺
固を報ず (ll8頁） （奈良県吉野町）

大坂御退城・雑賀への誓願寺御供を謝し，紀州 223 『東浅井郡志4』92頁，（東影） 湯次誓願寺
への参詣・馳走を求む （滋賀県浅井町）

路次困難時に志（銀廿匁）を謝し，雑賀下向を報ll.4X45.4 225 『栗太郡誌幻43頁．（古井写159)山田長安寺
じ，紀州参詣を求む （滋賀県草津市）

御門主様の紀州下1i9]を報じ，大坂よりの虚言を 『福井県史資料6』5号． 専応寺（幅井県武生市）
否定し，雑賀参詣を求む （県史万28)

信長との和平，雑買F狛!,落城を報じ，大坂の 226 『本顧寺教団史料•関東編』 385 頁 等々力Jj福寺
虚百ャを難じ．参詣を求む （山梨県勝沼町）

信長との和平，雑買下I{，J．落城を報じ，大坂の 227 （本写），（谷大写） 苦能寺（和歌山市道場町）
虚言を難じ．参詣を求む

此方へ上・ド向する方々への．路次のほとりで 8.5X34.2 242 『幅井県史査料8』259貞． 春照寺宗穎寺共有
の其元の純Kを謝す （占井写） （敦賀市）

志を謝し．新門様退城• FIi9]と，みくし帰還を 228 『福井県史資料6』6号． 専応寺（福井県武生市）
報じ．いたづら行を難ず （県史写32)

其国参詣衆から新門主様の御育・御使衆FIi9]を 『福井県史資料6』7号． 専応寺（福井県武生市）
聞き，許容は破9’'！と報ず （県史7J.)

御書―F付につき，聴聞すべき様求む 11 2X42 0 252 『栄太郡誌2,39頁．（吉井写102)山田長安寺
（滋賀県草津市）

門跡への一味忠節を求む 231 『紀伊同続風上記2』 善照寺

（和歌山県広川町力）

大坂籠城中の懇志を謝し．雑賀への志を求む 232 （本万） 丸岡三H講共有（丸岡町）

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

ニ
四



《下間少進仲之

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
占
の
一
考
察

二五

番旦勺 発給年 月B 発給者 花押 自署 宛 所 国名 様式 形態 黒印 法語 副状 偏与 苔止文言 概要

1 （天正 4) 7 4 按察法橋頼龍 紀・III御門徒惣中 紀伊 奉告 切紙 明聖 謹は 軍事

少進法橋仲之 花 1 自署

2 （天正4カ） 7. 4 按法橋頼龍 雑賀御坊惣中 紀伊 梓書 切紙 明聖 謹言 軍事

少進法橋仲之 花 l 自署

3 (Jc正 5) 7 17 按察法橋頼龍 紀州御門徒惣中 紀伊 奉書 切紙 明聖 謹占 軍事

少進法橋仲之 花 1 自署

4 （天正 6) 7. 8 按察法橋頼龍 紀州諸浦御門徒惣中 紀伊 奉書 明聖 謹言 軍事

少進法橋仲之 在判

5 （天正7カ） 12.11 （下間少進法橋）性乗 花 2 自署 かしかまかり心衆中 越前 副状 切紙 “ 
包紙恐々 謹言 懇ぷ

6 （天正8カ） 正．20 少進法印性乗 花 2 自署 江州・野洲郡・栗本郡・惣中 近江 副状 切紙 -fei 恐々 謹言

7 （天正 8)③. 5 下問刑部罰法眼顛廉 本誓寺惣門徒中 ム＂ヒヒヌ旦父 奉習 明聖カ 有 如件 懇志

少進法橋仲之 花

8 （天正8)後318 （少進法橋）性乗 花2 自署 越前七村志惣中 越面 奉芥 切紙 包紙 恐々 謹五 懇志

9 （天正8)卯月16(ifil部卿法眼）頼廉 能州本誓寺 ム月ヒヒ双5L 副状

“ 
謹言

（少進法橋）仲之 花 自署

10（天正8)卯月16（阻1部卿法眼）頼廉 i農／11．坊主衆中・門徒衆中 美濃 副状貼紐紙 打 謹言

（少追法橋）仲之 花 3 自署

ll(k正 8) 4 21 頼廉・仲之 花3 自署 本善寺殿 大和 奉書 貼継カ 明聖 有 如件

12（犬正8) 5 29 刑部卿法眼頼廉 ユスキ誓顛寺ド・坊主衆中 近江 奉書 明把 如件

少進法橋仲之 花 門徒衆中

13（天正8) 6.13 性乗花 ミクラ惣中 近i[奉―苫 切紙 明型 打 如件 懇志

14（天正8) 6.21 少進法橋性乗 花 3 自署 越前國・御門徒衆セ中 越前 副状 貼縫力 明咄 イi 如件

15（火正 8) 7.20 刑部卿法眼頼廉 ガ福寺・阿門徒惣中 甲斐 奉内 明兜力 如件

少進法橋中之（ママ） 在判

16（天正8) 7.20 刑部卿法眼頼廉 長延寺・ Iii)門徒惣中 紀伊 倖苔 明兜カ 如件

少進法橋仲之 （写） 在判

17（天正8カ） 7.28 （下問少進法橋）忙采 花 3 自署・ かしかまかり村•おや彦三 越前 奉書 貼椴紙 包紙 恐々 箆且

郎殿•あたらしや右衛門尉

四郎殿・同惣中

18（天正8) 8.16 少法橋性乗 花 3 目署 越前国志衆中 越Iiij奉丙 貼槻力 明兜 有 如件

19（天正8) 9 24 少法橋性乗 （写） （欠） 越前国捻御門徒中 越前 半苔 (ril) {i 如件

20 (Ki:.8カ） 12 28 性乗 花 3 自署 野洲・栗本両郡志衆中 近江 副状 打 恐々護；；

2]（天正9) 3. 3 刑法眼・少進法橋 （写） 在判 ユサ山本善寺殿 紀伊 牟内 明兜力 如件

22 (K正 9)卯月11 性乗 花 3 越前二A講衆中 越前 副状 貼継カ 恐々 謹言



内 容 （ 法縦x 横cmは) 且 出 典 所蔵者

今度の御門跡様の御苔発給を報ず （谷大写） 仏照寺（岐阜県大野町）

卸四印t・匁苔）（黄を全謝もす匁請取）発給を報じ．私への志（綿 8 4 X31 4 r（福県井史写県）史資料6』19号， §応寺（福井県武牛市）

路匁次）をた謝やすすからざる刻．御所様への、も（黄金も 10 7X50 8 ，（福県史井写県）史資料6』20号， 専応寺（福片県武生Iii)

上報恩常講長の副志状あ（綿りi〉入HH)．遠路i菜志を謝す．〈池 11 5X50 0 『似井県史資料6』11,（県写109)専応寺
（福井県武生巾）

路へ次の困懇難志なを時謝分す， 報恩講（綿石目）・私（綿廿H) 8)X28 9 『（福県井史写県9史7責)料6,9 号． 専応寺（福井県武生,ti)

遠じ．路私不へ通時の代の志物（を銀謝）すを謝し， 上々様御竪固を報 253 r「東矢浅守井文郡書J誌4』183頁 矢守人蔵氏（小谷村弓削）

織III信長討死を報ず 238 『鷺森1Hポ記』 専r，ぶ寺（低井県武生市）

卯御門几跨月様十七へのII」ぷ)（黄金も匁）を謝す〈題箋「天正四 161（本写） 光照寺（福井県鯖江巾力）

御を報書ず（籍）城の発中給・トを1h報J以ず米の懇．志を謝し． 妥冗無中 233 r（福県井史写県）史資料3,568真． ・中乗寺（福井9"人田町）

命h ず)•]〈の異御墳堂・御入爵'1E勤ll役〉に来る廿八II巳,iiiの参上を 244 
r（岐岐阜阜県県史屯歴占f¥.史史•料中柑館写1 』R) 西円寺（岐阜県大jf淵J)

根て馳津走中iをb,(1K,付満け）御る党：述ケにつき， i¥.4i奉行とし 13 4X55 2 、246r栗太郡誌2」87ti., （
古）卜写91)

1（l滋11Ht1長県安4寺ir,h) 

此治）i公私き無，馳弔走を報をじ， 束寺の衆の少納言殿の湯 260 7井63L頁鉄大．『一向一揆の研究J 本翌寺（長野市松代町）

につ 求む

御を所報様じへ，私のへ志のを謝ぷをし，謝御すfl!苔発給・此方御序固 255 
『（岐岐阜阜県県史立』歴史史料館＇サ兵） i（n岐i野加六Iケi等寺）共付

御門跨様への、i,（代も貫文）を謝す J2.2X60 5 r福井県史資料6』15,（県写JOI)~I，ぷ寺（福井県武牛市）

御所様への志li'I綿六 1匁）を謝す 12 0X47.0 『福井県史資満 6,16,（県写102)専応寺（福井県武生,lil

様御堂f御は件妙光を［寺叶演方成よすり相懃む様． 番衆方へ催促す 258 （本写） 妙光寺（福井県小浜市）

新御所様へ代1甘貫文 〈袖卜．黒印r績」〉 250 『栗太郡誌2』41頁，（吉井写93)
山（滋田賀長県安,:,寺:;和Ii)

他京名り安店をしかる，様fは妙光寺演北す 259 （本写） 妙光寺（福片県小浜市）

報恩講の、点(fU/-iE）を謝す ll.8X49 8 『伽井県史資料6』17,（県写111)専応寺（伽井県武生,ti)

れ今度た． ,1,紐1n道顕場の相寺凋うを披露した処， 感じら (!4.1)X3U 『栄太郡誌2』70貞，（古井写88)山（滋田買長県安草寺津市）
• -f は浦ヘ

其じ迫．場我相守湖へのう、をf.ti1黄1足を謝し．す上々様一段御”健を報
26.8X42 9 『栗太郡誌2』71頁，（古井写32)

山（滋田買長県安卒寺津市）

御ー札tt,発1,給m道を場報のず柑湖うをi油足し， 両郡）h主衆充 『栗太郡誌2」71頁．（古井写82)
山（滋田賀長県安和寺軒li)

1/閉i浦:t衆の儀充←を＂催輪促発給し，を山報ずIll泊場建立を祝い， 両郡 『栗太郡誌2』72頁．（吉井写80)
I（I滋JIIJH長県安＃寺；PiIi) 

御を所報様じへ，私のへ年頭の祝ぷ儀謝す(i.i・鉗二I,E）謝し， 卸印言 『（福県‘井'f9県3)史資料6』21号， 専応寺（福井県武生巾）

無（二甫I御正礼）謝を謝す し． 御[|lk発給を報じ． 私への、も、 『（福県井写9県5)史資料6』22号． 専応寺（福井県武生,,」)

御講の執寸．て承る 29 4X45 5 『（福県写井4県2)史資料6J38号， 咋•寺（幅 Jt)札武＇｝：市） 1 

守開護陣．）J 御の所九州様出本後勢．を，報~』ず人姫様の守山登場． 近□ 『勝興寺古文書集J31号 勝興寺（富山県高岡市）

門・トヘのよ謝す 261 『本福む史」291頁，（本写） 序（滋IH買本県福大寺津市）

北外方は兵門徒作のに儀中はし含前む々の如く 8,J条なく． 此方の様29 4X45.5 r（福県写井4県0)史資料6』40号．
専応寺（伽井県武生，Ii)

馳今度走，を勝求興む与殿御帰国につき， 前々の如く諸色 『勝興寺古文苔集J34り，（本写） 勝興寺（＇ぷ山県心岡巾）

を影摂様御し＂番段のド勤人進仕殿を門命徒ず 衆の,~参たるを報じ， 御 『（福県写it3県5)史資料6』10号． 令1ぷ寺（福片県武生市）

御所様へのぷ（金[-•匁イトメヌキ）を謝す 本r採顧訪寺写史真料フ研ァ究イ所ルJ
本覚坊（新潟県上越市）

御所様への志（黄金＇と匁イトメヌキ）を謝す 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
木覚jIi（新潟県L越巾）

御所様へのよを謝す（丙出しti) 本＂采願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ルj
本覚坊（新潟県上越市）
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す番ロ 発給年 月日 発給者 花押 自署 宛 所 囚名 様式 形態 !!lfil 法語副状 偏与苔止又言概要

23（大正9カ） 6 15 刑少部卿追法法橘眼仲頼廉之 ホウライ仏照寺・同門徒中 其濃副状貼継紙 明聖 -1,・ 包紙 如件
花3 自署

24（天正9カ） 9 17 （下少進法橋）性乗 花4 自署 t佐 F・志衆中 越則 副状 切紙 打 恐々 謹言 懇，点

25（天正9カ） 9 17 （下少進法橋）性乗 花4写 （写） 直参土佐下・志衆中 越前 奉苔 切紙 （印） 有贔112包紙 如件 懇志

26（天正9カ） 11 24 少進法僑性乗 花4 自署 村あんやうししや村う・おそはら 越前 奉苔 切紙 明坪 {i gI） 2 包紙 如件 懇志
•しん 村

27（天,E9カ） 11 25 （少進法僑）性乗 花4 自署 奄中摂・ち寺そ殿う下人（t安佐養殿寺）村惣越前 奉苔
切紙 有 包紙 恐々 護言

28（天止10頃） 2 23 性乗 （花押I 北・惣中 近江 奉苔 有 恐々 謹舌 懇志

29（天,E!O) 6 20 性釆 在判 越前惣門徒中 越前 本青 恐々 謹占

30（天正10カ） 9 17 (F問少追出橋）性東 花5H界カ 直参光照寺ド・志衆中 越前 奉台切紙カ 明聖

“ 
（題） 如件 懇志

31（天［EIOカ） 9 28 性采 花5 自界 平郎乗・寺釆泉・乗祐・ ［願・京ニ 越前 副状 切紙 恐々 護g

32（天正11カ） 4翔 刑部少卿進法法眼tll頼仲廉之
ミノ西円寺几下 美濃 奉書 折紙 恐々 謹言

花5

33（天正13) 5 27 少進法fl)仲康 花5 自署 野御洲門徒郡栗中太郡・ jhL衆中・ 近汀 i1，＿札貼継紙 恐々 護江

34 3 28 性采 （花押I 衆本誓中寺・ 1表楽寺・其外!Jj_t1,；浪 恐々 謹日

35 6 10 忙乗 化5 自署 マ明殿トハ入殿入・嶋田殿入． r 美濃 副状 恐々 謹江 懇，志

36 6 26 少進法印性乗 （欠） （欠） 越惣中中アンヤウシ・オッハラ 越りij奉苔 貼継カ 明聖打 如件 懇志

37 7 25 少進払印性乗 花5 自署 直参西衛門 越前 奉甚貼継カ 明罰＃ 如件 懇む

38 9 2 性乗 化5 若州・愁中 打狭 直札切紙力 恐々 護且

39 10 13 少進法印性釆 花5 自署 くり本郡・廿六日講,,, 近江 奉苔 切紙 績 懇ぷ

40 10 19 性乗 花5 若州惣門徒衆中 名狭 直札 切紙 恐々 謹召 裁許

41 霜月24 少進法印性乗 花5 自署 安養寺ノ土佐・西衛門 越Hij奉書切紙力 明罪 1j 如件 懇志

42（天廿12カ） 9 9 少進法印性釆 花5 自署 江門州徒野中洲郡栗本郡幼屯衆中 近江 奉苔 元折紙 恐々 謹古

43（天正12カ） 9 9 少進法印忙乗 花5 自署 山田道場御中 iliil 添状 折紙 恐々 謹口

44（大正12カ） 9 9 少進法印仲澳 花5 自署 口法（土法力）御返報 近江添状 折紙 恐々 謹占

45（大正12カ） 9 9 少進法flif中1表花5 自署 石新返報（石原新右衛門） 近江 沿状 折紙 恐々 謹目

46 止月28 性乗 花5 自署 安養寺村上仕殿 越前 添状 切紙 恐々 謹呂 懇、も、

47 3 12 性乗 花5 木判 t仕殿 越前 添状 切紙 恐々 謹月 懇志

48 3 20 少進法印仲孝 花5 自署 安養寺村t佐殿）L下 越前 直札 折紙 恐々 謹i

49 5 14 （少進払印）性乗 花5 自署 越中・惣J方ヤ衆・御中 越中 伯札切紙力 包紙 恐々 謹口

50 8. 3 少進法fll性乗 花5 自署 江州（志賀郡）志衆中 近江 奉苔貼継ガ 叫聖＃ 包紙 如件 懇志

51 8 28 少進法印仲孝 化5n署 •土佐 ·I口］門位中 越削 直札 折紙 恐々 謹日

52 8 14 （少進法印）性乗 花5 自署 御越門中徒四郡中与力惣i/j主衆中・ 越中 奉苔切紙力 明聖 包紙 如件

53 9 24 性釆 花5 自署 土佐殿 越9iij奉；； 切紙 恐々 謹江

54 6 24 少進法印性乗 花5 自署 存教・善兵衛門ほか二名 越後 奉丹 明星イj 如件 懇，も

55 6 24 性乗 花5 自署 越後野田村・｛i・教ほか三名 越後 奉書 4i 1恐々 護孟 懇志

56 6 24 少進法［財生乗 花5 自署 越村後・頸ト三城8仔講教中取次・六ヶ 越後 奉苔 明屋有 包紙 如件 懸も



内 容 （ 法縦x 横cm量) 観 出 典 所蔵者

報恩講の志（代五十と）を謝す 12 2X48 0 『福井県史没料6』, （県史写） 専応寺（福井県武生市）

御結願音伝を報とずして鮭十尺を謝し， 報恩講ヒ昼夜無事 『勝興寺古文書集』36号 勝輿寺（富山県高岡市）

れ上．々拙様御者無の御事取．其次国と報の望ず物巳Fは勝興寺へ申入 r勝興寺古文曹集』33号 勝興寺（富山県凸岡市）

先へ年の．苔顕状如発様給御を代報ずより仰付の直参の簸． 門徒中 29 1X43 5 『福井県史資料6」39号，（県写） 専応寺（福井県武生市）

去ご年と仰く付専応の通寺殿り．へ本渡す尊事・ニ幅御影・門徒． こと 30.4X46 0 『（低県写井4県1)史資料6』41号， 専応寺（福井県武生市）

見沙汰舞次．郎女房兵衆衛へ無の事馳を報走ずを謝し． 山田谷御与力無 『勝興寺古文書集J35号 勝興寺（富山県高岡市）

勝主興中寺の不の一服従国諸を未し寺かる与力を報じ， 常楽寺殿下坊 r勝興寺古文書集J32号，（本写） 勝興寺（富山県品岡市）

彦報七ず衛門方志（綿11t匁）を謝し，上々様御無事を 12 5X30 0 （福井県史写・ 129番） 専応寺（福井県武生市）

御t門々様粁様御堅（綿固五を拾報匁ず）・私（廿匁）への志を謝し． 11 9X35 5 （恒井県史写・ 128番） 専応寺（福井県武生市）

御書門・上跡様々へ様卸の年堅9桔紺1御を礼報．ず私への志を謝し． 御印 11 7X33 2 （福井県史写・ 126
番） 専応寺（碩井県試生市）

御書門・跡御様門へ跡様の報壮恩健講を報志，ず私への志を謝し． 御印 11 7X32 0 （福井県史写・ 127番
） 専応寺（福井県武生市）

御書門・跨上様々へ様御の堅年頭1乱御を礼報．ず私への志を謝し， 御印 11 6X30 5 （福井県史写・ 148番
） 専応寺（福井県武生市）

門頁主・花へ押の9志9〉謝す〈『岐阜県史占代・中世1』1109 257 
『（岐県阜史県1』立歴史史料館写真）

明淳寺（岐阜県関市）

御所様への志（銀子拾匁）を謝す 本r採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
粕淵浄土寺（島根県）

照琳坊・浄土寺との諸役馳走を催促す 本r採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ルj
満ii寺（島根県）

御本尊の事につき御門跡様への望物を求む 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
西光寺（大分県別府市）

来求十む月の御堂御番につき，米廿八日以則の上山 本r採願訪寺写史真料7研ァ究イ所ル』
真光寺（和歌山県）

岸和田に対する各の働きを謝す 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
真光寺（和歌山県）

来求二む月の御堂御番につき．米廿八H以前の上山 本r採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
真光寺（和歌山県）

御所様・上々様御堅固を報ず 本r採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
本誓寺（長野市松代町）

御所様への志（黄金壱文目）を謝す 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
正覚寺（長野県）

志（貨金）を謝し．此方御竪固の旨を報ず 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ルJ
乗念寺（石川県鹿西町）

其講中の御影様望物の事 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
乗念寺（石川県鹿西町）

御門跡様への志（布・代・綿）を謝す 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
乗念寺（石川県鹿西町）

御門飩様への志（布・綿）を謝す 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
乗念寺（石川県鹿酉町）

報恩講l1)志（綿廿h匁）を謝す 13 3X46 5 （福井県史編纂室所蔵写真） 浄光寺（福井市石橋町）

報十匁恩）講を志謝披す露・御印書発給を報じ． 私への志（綿 !!.5X47 5 （福井県史編纂室所蔵写真） 浄光寺（福井市石橋町）

求来八む月の御堂御番につき．来廿八H以9,lll)J:山 （岐阜県立歴史史料館写真） 性願寺（岐阜県）

御を門謝跡す様への、も（代参五匁）・黄金二分・布壱4) 『越中・藪波村史』220頁．＇68年 西恩寺（富山県小矢部市）

御所様への遠路造作の志（白米）を謝す 上原芳太郎『本願寺秘史』117頁 西本願寺（京都市）

御御門印肝芥様発給・拙を報者方ずへの係兵衛年忌，志（銀）を謝し 32 8X47.4 r下間少進集III』196頁，＇76年 鴻山文庫

穴馬八カ村の後又村の長勝寺掃参を申し下す 本’採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
法勝寺（福井県勝山市）

顕し如卜様す ・当御所様よりの長勝寺帰参を重ねて申 本『採馳訪寺写史真料フ研ァ究イ所ル』
法勝寺（福井県勝山市）

其方の長勝寺帰参を申し下す 本『採願訪寺写史真料フ研ァ究イ所ルJ
法勝寺（福井県勝山市）

土佐求の忠儀を謝し．明 H下国を報じ、在点延此 『（福県写井4県4)史料6』28号 専応寺（福井県武生市）

をむ
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番万ロ 発給年 月日 発給者 花押 自署 宛 所 国名 様式 形態 黒印 法語添状 偏考 書止文且 概要

57 11 27 少進法印性乗 花5 自署 安ゑ養も寺ん村とき•新庄村にし 越前 奉苔 切紙 明聖 如件 懇志

58 12 3 性釆 花5 自署 越中・惣坊主衆中 越Itl直札切紙カ イi 恐々 謹舌

59 6 21 （少進法印）性乗 花5 自署 徒越中中 ・坊主衆中・ (I,]）御門 越中 出札り）紙カ 包紙 恐々 謹言

60 6 25 少進法印仲孝 花5 自署 安養寺村土佐殿JLド 越則 直札 恐々 題言

61 9.10 少進法印仲孝 花5 自署 乗祐． I司御（門脱）徒中 越削 直札 折紙 恐々 覆言

62 11 20 性乗 花5 自署 右衛門尉殿（下間辛頼）床下越中 直札切紙力 包紙 恐々 謹言

63 3晦8 少進法印性乗 花5 自署 越中・常楽寺殿下・坊主中 越中 直札切紙力 如件

64 9 7 （少進法印）仲孝 花6 自署 安養寺村専応寺几ド 越前 直札 切紙 包紙 恐々 謹名 懇志

65 8 28 仲孝 花6 自署 越前安養寺村＃1ぶ寺 越Wj副状 切紙 恐々 謹目 懇志

66 正月22 仲孝 花6 自署 越前専応寺下惣,,, 越前 副状 恐々 護因 懇志

67 2 28 （少進法印）仲孝 花6 自署 越即安養寺村専応寺下惣中 越前 副状 恐々 団言 懇志

68 3 28 仲孝 花6 自署 越荊安養寺村専応寺下 越削 副状 切紙 恐々 謹呂 懇志

69 11 28 少進法印性釆 花5木判力 ミノセキ尼入 芙濃 奉苔 9/1聖有 門袖 如（牛 懇志

70 3 6 少進法印性乗 花5 自署 サハ浄土寺門徒中 石見 奉書 切紙力 明平行 如（牛 懇志

71 8. 9 （少進法印）性乗 花5 自署 石州西河内照善坊（力）几下 石見 奉書 切紙力 包紙恐々謹言

72 9．翔 少進法印仲孝 花5 自署 感法寺（力）下ロロコロ 豊後 直札 也

73 9翔 刑部少進卿法法眼印頼仲廉康 泉州真光寺几下 祁泉 奉書 折紙 恐々 護言
花5 自署

74 10 26 刑部少卿進法法眼印頼仲廉之 徒真衆光寺中 ・i争光寺・し□寺門 和泉 奉苔 折紙 明聖 如件
花5 自羅

75 正月8ffiJ少部卿進法法印印仲頼廉康 泉州真光寺 和泉 奉苫 折紙 恐々 護舌
花5 自署

76 6 28 性乗 花5 自署 信下）卜1本誓寺殿・ロ□口殿床 信濃 .lI状 恐々 護言

77 13カ）5 少進法印性乗 花5 自署 正覚寺・門徒・□念 信濃 奉書 貼継カ 明聖 1i 如件 懇志

78 2 19 性乗 花3 自署 能州鹿嶋郡 u• 日講衆中 能登 奉書 明聖有 懇志

79 7. 3 性乗 花5 自署 能州鹿鴫郡廿U講中 能登 直札 恐々 護言

80 I天正16カ） 後525 少進法印性乗 花5 自署 能所州尼か口 しま郡廿H講中・同 能登 奉苔 明聖有 如件 懇志

81 6 11 少進法印性乗 花5 自署 能州鹿嶋郡廿H講中 能登 奉再 明咽打 如件 懇志

82 11 27 少進法印性乗 花5木判力 了浄下アセチ 越前 奉苔 切紙 明聖 有有 包紙 如件 懇志

83 11 27 性乗 花5木判カ fi争下アセチ 越前 副状 切紙 有 恐々 羅言 懇志

84 7 2 J!il部少卿進法法印f/J頼仲廉康 ミノ性願寺几下 芙濃 奉書 恐々 謹肖
花5 自署

85 7 13 少進法印性乗 花5 自署 木舟村道場弥五右衛門江 越中 奉昔 明聖打 如件 懇志

86 霜月12 少進法印性乗 （花押I 平津・牛谷惣中 不明 奉昔 明聖力打 如件 懇志

87 2 15 しもせうじん ゑヘち・ごぜけん江や•まごびやう 不明 苔状 折紙 かくし 懇志

88（慶長16カ） 4 3 少進法印仲孝 花6 自署 長口勝不寺参衆下穴中馬之門徒□ロロ 越削 折紙 恐々 護舌

89（慶長16カ） 4 3 少進法印仲孝 花6 自署 長門勝ほ寺か下大野町弥藤彦左衛越前 折紙 恐々 護言

90 9 16 少進法印仲孝 花6 自署 大野弥藤方・同門徒衆中 越前 折紙 恐々 護言

91 7 6 仲孝 花7 自署 森讚岐御房御宿所 越前 奉苔 恐々 護言
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本顛寺

天正 8年4月10H

教如退城 8月2日

天正10年6月3日

天正11年7月4日

天正13年8月30日
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＇
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進
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父
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さ
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乗

〔
法
橋
〕
仲
之

性

ー（天正9年3月，信長，
競森参詣の路次安堵）
ー天正 9年12月8H，名
目上の法眼昇叙
ー天正10年正月 8H，性
乗，鷺森より安十へ出
発（この間，宮内卿頼
芸が奏者代理）

Iヽ尻且``土贔'-' 天正10年2月23日，法
印昇叙

←、 天正10年6月27H

喜
、千

土天正14年8月，頼廉も
法印に昇叙

―l賃贔届喜驚贔芍
（泊論文 p,70) 

ー天正20年11月24日，顕
如没。 25H，教如住持
（教如より折檻される）

-、一文録2年閏9月16日，
法 准如寺務継承（准如に
印 より用いられる）
、一

仲
孝
京
都
烏
丸
（
東
）
（西）

慶長 8年，東西分派期
に，准如方につく

下
問
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
書
の
一
考
察

10 

↓元相2年5月15日没，
66歳



①註 こ
の
「
性
乗
」
署
名
文
書
の
発
給
地
域
限
定
は
、
下
間
三
家
（
刑
部
卿
頼
廉
．
按
察
頼
龍
・
少
進
仲
之
）
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
地
域
分
担

が
天
正
・
慶
長
期
に
完
全
に
成
立
し
て
い
た
と
み
る
よ
り
も
、
と
り
あ
え
ず
、
仲
之
の
み
文
書
発
給
地
域
に
限
定
が
あ
っ
た
と
考
え
て
お

き
た
い
。

い
つ
煩
か
ら
、
ど
う
い
っ
た
理
由
で
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
他
の
事
例
も
ふ
ま
え
て
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

文
因
」
に
よ
れ
ば
、
越
中
一
国
の
「
あ
か
り
申
物
、
又
望
物
」
は
勝
典
寺
と
仲
之
が
「
取
次
」
い
で
い
た
と
い
う
か
ら
、
仲
之
に
よ
る
申

物
・
望
物
の
取
次
は
、
北
陸
道
・
東
山
道
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
父
と
兄
の
加
賀
・
越
前
両
国
で
の

活
動
に
ち
な
ん
で
北
陸
道
の
取
次
に
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
下
間
仲
之
は
、
本
願
寺
領
国
加
賀
で
の
代
官
、
越
前
守
護

代
・
足
羽
郡
司
を
歴
任
し
た
父
筑
後
頼
照
・
兄
和
泉
源
七
郎
の
死
後
、
奏
者
三
人
の
末
席
に
取
り
立
て
ら
れ
、
父
・
兄
の
担
当
し
て
い
た

北
陸
追
を
中
心
に
そ
の
関
係
を
継
承
し
、

本
稿
で
は
、

摘
し
、

②
 

や
が
て
東
山
道
も
文
書
発
給
対
象
地
域
に
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
、
仲
之
の
生
涯
を
概
観
し
て
『
下
間
系
図
』
の
兄
弟
「
源
七
郎
」
が
兄
和
泉
で
あ
る
と
推
測
し
、

「
勝
興
寺

つ
ぎ
に
、
仲
之
花

押
を
七
種
類
に
分
類
し
、
最
後
に
法
名
「
性
乗
」
で
単
独
署
名
文
書
を
発
給
し
え
た
地
域
が
北
陸
道
・
東
山
道
を
中
心
に
し
て
い
る
と
指

そ
の
背
後
に
父
頼
照
・
兄
源
七
郎
と
北
陸
道
と
の
関
係
を
推
測
し
た
。
下
間
仲
之
に
つ
い
て
は
、
能
楽
史
研
究
か
ら
豊
臣
政
権
や

西
国
大
名
と
の
演
能
交
渉
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
に
散
在
す
る
発
給
文
書
を
み
る
と
、

束
国
に
本
願
寺
坊
官
と
し
て
文
書
発
給
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

片
桐
登
「
解
説
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
『
能
楽
資
料
集
成

6

・
下
問
少
進
集
IIl』
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
六
年
）
。

下
間
少
巡
仲
之
（
性
乗
）
文
古
の
一
考
寮

お

わ

り

に

む
し
ろ
北
陸
道
・
東
山
追
を
中
心
と
す
る

籠
谷
真
智
子
「
下
間
少
進
法
印
—
本
願
寺
の
芸
能
そ
の
ニ
ー
」

（
『
史
窓
』
一
四
、
一
九
六
五
年
、
以
下
「
籠
谷
A
論
文
」
）
。
同

「
激
動
期
の
本
願
寺
能
楽
ー
下
間
少
進
法
印
仲
之
を
中
心
に
1

」



⑪ ⑯ ⑨
 

⑧
 
⑦
 
⑥
 

⑤
 

④
 
③
 

(
『
真
宗
研
究
』
―
―
―
-
、
一
九
八
七
年
、
以
下
「
籠
谷
B
論
文
」
）
。

西
野
春
雄
「
変
革
期
の
型
付
ー
下
問
少
進
型
付
考
ー
」
（
『
法
政

大
学
・
能
楽
研
究
』
二
、
一
九
七
六
年
。

谷
下
一
夢
「
本
願
寺
の
坊
官
下
問
氏
に
つ
い
て
」
（
『
龍
谷
学
報
』

三
ニ
―
‘
一
九
三
八
年
）
、
「
下
間
頼
秀
・
同
頼
盛
兄
弟
に
つ
い

て
」
（
『
仏
教
史
学
』
―
ニ
ー
四
、
一
九
六
五
年
）
。
と
も
に
、
同

『
増
補
・
真
宗
史
の
諸
研
究
』
『
同
・
補
遺
』
』
（
同
朋
舎
、
一

九
七
七
年
）
所
収
。

横
尾
國
和
「
木
願
寺
の
坊
官
下
問
氏
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
七
八
II

四
、
一
九
七
七
年
）
。
峰
岸
純
夫
編
『
本
願
寺
・
一
向
一
揆
の
研

究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
に
加
筆
し
収
録
。

金
龍
静
「
戦
国
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
間
氏
」
（
『
名
古
屋
大
学
文

学
部
研
究
論
共
・
史
学
』
二
四
、
一
九
七
七
年
）
。

草
野
顕
之
「
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
印
判
奉
書
の
意
味
」
（
『
仏

教
史
学
研
究
』
二
五
ー
ニ
、
一
九
八
三
年
）
。

泊
清
尚
「
本
願
寺
懇
志
請
取
状
の
基
礎
的
考
察
ー
印
判
状
の
分
析

を
中
心
と
し
て
1

」
(
『
仏
教
史
学
研
究
』
二
七
ー
一
、
一
九
八

四
年
）
。

片
山
伸
「
下
問
氏
加
署
文
内
の
一
考
察
」
（
『
真
宗
研
究
』
―
―

:o、

一
九
八
六
年
）
。

大
喜
直
彦
「
木
願
寺
教
団
文
書
の
研
究
ー
い
わ
ゆ
る
中
世
『
御
印

害
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
千
葉
乗
隆
博
士
古
稀
記
念
・
日
木
の
社

会
と
仏
教
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九

0
年）。

胄
木
馨
「
史
料
紹
介
『
下
問
性
乗
発
給
印
判
状
一
通
』
」
（
『
同
肌

学
園
・
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
・
八
合
併
号
、
一
九
八
六
年
）
。

下
間
少
進
仲
之
（
性
乗
）
文
渇
の
一
考
察

⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ 

本
願
寺
史
料
研
究
所
所
蔵
『
採
訪
写
真
フ
ァ
イ
ル
』
。
大
谷
大
学

第
一
二
研
究
室
所
蔵
『
真
宗
寺
院
採
訪
写
真
フ
ァ
イ
ル
』
。
千
葉
乗

隆
・
北
西
弘
編
『
本
願
寺
文
書
』
（
柏
害
房
）
。

福
井
県
敦
賀
市
樫
曲
八
ー
一
七
（
木
願
寺
派
）
。
山
本
元
編
『
敦

賀
郡
古
文
書
』
(
-
九
四
三
年
）
。
平
松
消
一
編
『
敦
賀
郡
東
郷

村
誌
』
（
東
郷
公
民
館
、
一
九
七
―
―
一
年
）
。
『
越
前
若
狭
一
向
一

揆
関
係
資
料
集
成
』
（
同
朋
舎
、
一
九
八

0
年
）
。
『
福
井
県
史
・

資
料
編
八
』
(
-
九
八
九
年
）
。

福
井
県
武
生
市
安
捉
寺
町
八
八
ー
七
（
本
願
寺
派
）
。
福
井
県
史
編

纂
室
所
蔵
『
採
訪
写
真
フ
ァ
イ
ル
』
。
『
福
井
県
史
・
資
料
編
6
』

（
一
九
八
七
年
）
。
『
越
前
若
狭
一
向
一
揆
関
係
資
料
集
成
』
（
地

区
名
「
安
捉
寺
」
を
所
蔵
寺
院
号
と
し
て
収
録
）
。
な
お
、
『
鷺
森

旧
事
記
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
害
』
一
三
二
巻
、
四
二
九
頁
）
「
秀

吉
公
退
治
明
智
事
」
に
は
現
存
未
確
認
の
天
正
十
年
と
推
定
で
き

る
「
六
月
廿
日
」
付
．
「
越
前
惣
御
門
徒
中
」
充
で
「
当
月
二
日
」

明
智
謀
反
と
「
去
十
三
日
」
山
崎
表
合
戦
を
伝
え
る
性
乗
古
状
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
安
野
堅
城
住
職
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
の
寺
地
寄

進
に
ち
な
み
専
応
寺
は
「
太
閤
歴
敷
」
と
通
称
さ
れ
た
と
い
う
。

滋
賀
県
草
津
市
北
山
田
町
八
一
五
（
本
願
寺
派
）
。
『
近
江
栗
太

郡
志
』
二
(
-
九
二
六
年
）
。
『
箪
津
市
史
』
二
(
-
九
八
四
年
）
。

『
下
間
系
図
』
（
『
真
宋
史
料
集
成
・
七
』
）
に
「
仲
之
／
法
名
性

屎
童
名
千
代
寿
／
法
橋
法
眼
法
印
／
頼
之
／
少
進
改
仲
康
・

又
ー
孝
／
元
和
二
丙
辰
歳
五
月
十
五
日
逝
六
十
六
歳
」
と
あ
る
。

（
「
／
」
は
改
行
を
示
す
。
以
下
同
様
）
。

天
文
一
九
・

1-0年
の
二
説
あ
る
が
、
『
下
間
系
図
』
仲
之
没
年
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（
数
え
年
）
に
よ
っ
た
。

『
下
間
系
図
』
に
「
述
頼
／
法
名
抑
乗
童
名
／
源
次
筑
後
／

母
天
正
元
（
天
正
三
年
1
1

一
五
七
三
年
）
〔
癸
酉
〕
八
月
十
五

日
越
前
国
ニ
テ
」
と
あ
る
。

籠
谷
A
論
文
（
七

0
頁
）
・
片
桐
論
文
(
-
九
六
頁
）
。

『
下
問
系
図
』
に
「
頼
清
／
筑
後
／
源
三
郎
／
母
／
出
家
法
名

正
善
／
永
正
十
五
年
(
-
五
一
八
年
）
月
日
西
証
寺
実
順
／
円
寂

之
時
出
家
（
三
月
―
一
日
か
）
／
弘
治
＝
―
-
（
一
五
五
七
年
）

T

巳
九
月
廿
七
日
卒
六
十
―
―
-
」
と
あ
る
。

重
松
明
久
氏
は
、
下
間
和
泉
法
橋
頼
俊
と
さ
れ
る
（
『
本
願
寺
百

年
戦
争
』
ニ
ニ
七
頁
）
。

谷
下
著
書
（
三
五
七
頁
）
。
元
亀
年
間
か
ら
天
正
初
年
の
成
立
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

金
龍
論
文
（
四
頁
）
。

鷺
森
別
院
文
書
。

片
桐
論
文
(
-
九
九
頁
）
。
誓
紙
の
日
下
よ
り
仲
之
・
頼
龍
・
頼

廉
が
順
に
署
名
。

『
鷺
森
旧
事
記
』
「
本
願
寺
信
長
和
睦
ノ
事
」
(
-
―
―

-
I
一
六
頁
）
。

大
桑
斉
「
教
如
ー
東
本
願
寺
の
分
立
」
（
真
継
伸
彦
編
『
〈
宗
派

別
〉
日
本
の
仏
教
・
人
と
教
え
4
・
浄
士
真
宗
』
一
九
八
五
年
、

ニ
ニ
八
頁
）
。

片
桐
論
文
(
-
九
九
頁
）
。
『
鷺
森
日
記
』
天
正
十
年
正
月
廿
―
―

日
条
に
「
少
進
安
土
へ
罷
越
二
付
而
宮
内
卿
〔
下
問
頼
芸
〕
奏
者

仕
畢
」
と
あ
る
の
で
、
仲
之
が
出
張
中
の
正
月
八
日
か
ら
二
五
日

ま
で
、
鷺
森
で
頼
芸
が
奏
者
代
行
を
し
た
の
で
、
厳
密
に
い
え
ば
、

下
問
少
進
仲
之
（
性
釆
）
文
書
の
一
考
察

文
書
閲
覧
を
快
諾
さ
れ
た
専
応
寺
・
春
照
寺
・
長
安
寺
•
本
願

寺
史
料
研
究
所
・
福
井
県
史
編
纂
室
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
よ
り

御
教
示
・
御
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
し
た
い
。

追
記
R R ⑳ R ⑫ R ⑳ ⑳ 

「
法
橋
」
を
自
称
し
奏
者
と
し
て
文
書
発
給
し
え
た
期
間
は
、
正

月
八
日
（
鷺
森
出
発
）
以
前
と
な
り
、
「
法
限
」
と
し
て
文
書
を

発
給
し
え
た
期
間
は
、
正
月
二
五
日
（
鷺
森
帰
着
）
ー
ニ
月
一
―
―
―
―

日
（
法
印
昇
叙
）
と
思
わ
れ
る
。

山
田
長
安
寺
文
書
（
『
近
江
栗
太
郡
志
』
―
-
、
八
七
／
八
九
頁
）
。

片
桐
論
文
（
二

0
0頁）。

籠
谷
B
論
文
（
九
四

1
九
五
頁
）
。

片
桐
論
文
(
―

1
0四
頁
）
。

片
桐
論
文
(
―

1
0四
頁
）
。

『
章
舞
抄
』
奥
書
に
「
干
時
慶
長
元
年
居
諸
／
下
間
少
進
法
印
／

仲
孝
（
花
押
）
」
と
み
え
る
（
西
野
睛
夫
校
訂
『
下
間
少
造
ー
』

わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
一
二
年
、
巻
頭
写
真
）
。
な
お
、
東
北
大
学

図
書
館
所
蔵
『
童
舞
抄
』
奥
書
に
は
「
下
間
少
進
法
印
／
仲
孝

（
花
押
）
」
と
し
て
本
稿
分
類
「
花
押
6
」
が
み
え
る
。
も
う
一

例
の
「
花
押
7
」
は
「
専
応
寺
文
書
」
の
仲
孝
書
状
。

「
和
歌
山
県
真
光
寺
文
書
」
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
蔵
『
採
訪

写
真
フ
ァ
イ
ル
』
）
の
「
九
月
朔
日
」
付
「
刑
部
卿
法
眼
頼
廉
．

少
進
法
印
仲
康
」
連
署
状
。

紬
順
史
編
『
勝
興
寺
古
文
古
集
』

収
「
―
―
―
―
―
一
号
文
書
」
。

（
桂
書
房
、
一
九
八
一
一
一
年
）
所


